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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月6日(2017.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の動力源となるエンジン（１１）と、該エンジンに接続された変速機（１２）とを
備え、前記エンジンの出力軸の軸方向が前記車両の前後方向となるように前記エンジン及
び前記変速機が縦置きで配置された車両の駆動装置において、
　前記車両の動力源となるモータジェネレータ（以下「ＭＧ」と表記する）（１６）と、
該ＭＧに接続された減速機（１７）とを備え、
　前記エンジンが収容されたエンジンルームの外側に前記ＭＧ及び前記減速機が配置され
、前記変速機の出力軸の動力を車輪（１５）の駆動軸（１４）に伝達する動力伝達系に前
記減速機の出力軸が動力伝達可能に連結され、
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　前記ＭＧのケース（２４）内には、液状の冷媒（３２）が前記ＭＧの外部と循環しない
ように封入され、
　前記ＭＧの固定子巻線（３０）は、複数の導体セグメント（３１）を接合して形成され
たセグメント型の巻線であることを特徴とする車両の駆動装置。
【請求項２】
　前記冷媒は、絶縁性を有することを特徴とする請求項１に記載の車両の駆動装置。
【請求項３】
　前記ＭＧのケース内には、該ＭＧの少なくとも回転子（２６）の外周部底面側が浸る位
置まで前記冷媒が貯溜されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の車両の駆動装
置。
【請求項４】
　前記ＭＧのケース内には、該ＭＧの少なくとも固定子巻線のコイルエンド部と前記ケー
スの内面とに接触するように放熱用の固体（３７）が配置されていることを特徴とする請
求項１に記載の車両の駆動装置。
【請求項５】
　前記ＭＧの固定子巻線（３０）は、複数の導体セグメント（３１）を接合して形成され
たセグメント型の巻線であることを特徴とする請求項４に記載の車両の駆動装置。
【請求項６】
　前記固体は、絶縁性を有することを特徴とする請求項４又は５に記載の車両の駆動装置
。
【請求項７】
　前記固体は、前記ＭＧの回転部材（２５，２６）に接触しないように配置されているこ
とを特徴とする請求項４乃至６のいずれかに記載の車両の駆動装置。
【請求項８】
　前記車両に搭載されたバッテリ（３３）と、前記ＭＧを駆動するインバータ（３５）と
、前記バッテリの電圧を昇圧して前記インバータの入力電圧を前記バッテリの電圧よりも
高くする昇圧コンバータ（３４）とを備えていることを特徴とする請求項１乃至７のいず
れかに記載の車両の駆動装置。
【請求項９】
　前記ＭＧの最大トルクＴmax と、前記ＭＧの最大出力Ｐmax と、前記減速機の減速比と
最終減速比で決まる総合減速比ＧＲtotal と、前記車両の重量ＩＷと、前記車両のタイヤ
半径Ｒtyreとが、下記（１）式及び下記（２）式の関係を満たすように、前記最大トルク
Ｔmax と前記最大出力Ｐmax と前記総合減速比ＧＲtotal とが設定されていることを特徴
とする請求項１乃至８のいずれかに記載の車両の駆動装置。
　　　　　Ｔmax ×ＧＲtotal ＞ＩＷ×１．０５×Ｒtyre…（１）
　　　　　Ｐmax ＞｜２０．６１×（－０．７９）×ＩＷ｜…（２）
【請求項１０】
　前記車両のフロアパネル（２１）に形成されたフロアトンネル（２２）内に前記ＭＧ及
び前記減速機の少なくとも上部側が収容されると共に前記ＭＧ及び前記減速機の最下面が
前記フロアパネル及び組付部品（２３）を含む前記車両の最下面よりも上方に位置するよ
うに前記ＭＧ及び前記減速機の外径が設定されていることを特徴とする請求項１乃至９の
いずれかに記載の車両の駆動装置。
【請求項１１】
　前記減速機の出力軸と前記動力伝達系との間にクラッチ（３８）が設けられていること
を特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の車両の駆動装置。
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